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○海上移動体測位

近年､ G P S を利用 した移動体淵位手法が盛ん とな っ て きて い る o
こ の 手法は ､ 静 的測

位と同様､ 搬送波位 相デ ー タ を利用 した測位法で あり､ 原理 的 に は ､ 搬送波の 波長 に

伴うセ ン チ メ
ー

トル レ ベ ル の 精度を実現する こ とが可 能である ｡

し か しな が ら､ 静的測位 に比 べ
､ 観測 時の 不確定要素 が多い 上 ､ 統計処理 に よ る誤

差の 軽減が で きない こ とや ､ 整数不確定 の 決定が より困簸で ある こ とか ら､ 高 い 精度

を達成す る た め の 条件は より厳 しくなる ｡

こ の 移動体潮位法を海上 測位 に応用 す る た め に は ､ さ ら に い く つ か の 特有の 問題 が

生 じる o 主 要なもの と して ､ 波浪 によ る 船の 動括がノ イ ズとな る こ と ､ 船上 の ア ン テ

ナ と測る べ き位置 ( 例えば ､ 海面) の 位置関係を正確に 決め る 必 要が ある こ と ､ 船上

に は 障害物 が多くあ るた め , サ イ ク )t ' ス リ ッ プが起きや す い こ とな どが挙げら れ る o

また ､ 陸域 に基準局を設ける必 要 がある ため ､ 遠距離の 沖合い で 高い 測位精度 を得る

こ とは難 し い
｡

○移動体潮位解析

移動体測位解析 に お い て は､ 整数不確定を どの よう に 決定す るかが ､ 最大の 問題で

ある ｡ こ れ につ い て は､ 疑似距離 デ ー タ 等､ 搬送波位相 以外の 情報も利用 して ､ 峯数

不確定を決定するC h T h e Fly 法 ( o T F 法) が開発され ､ 実用性が大幅に向上 した o 実際､

海上 に お い ても､ 陸上基準点か ら1 0k m 以内で は､ 土木工 事な どの 分野 で既 に 実用 化さ

れて い る ｡

海岸 か ら数1 0k m 以上柾れ た長距離潮位 に つ い て は ､ そ の 精度 ､ 確 度の 詳細な検証例

は少 なく ､ とり わけ ､ 大気遅延量補正 の 有効性 に つ い て の 実デ ー タを 用 い た評価は ま

だ行わ れ て い ない
. しか し､ 最近で は

､ 1 0 0 0 k m )221 上の 長距 離基線で ､ 1 0 c m 以下 の 測位

が可能とす る報告もあるな ど ( c ol o m b o et al . , 19 9 5) ､ 工夫が重ね られ て い る .

0 海洋測地学 ･ 海洋学 へ の応 用

海上 移動体測位 に よ っ て , 海面 高を高精度に決定で き れば ､ 海上 ジ オイ ドモ デ ル ヘ

の 寄与､

_
およ び海流の 流軸とそ の 変動 の 検出等 へ の 応用が期待され る ｡

ま た ､ 特 に長距離基線に お け る 高精度淵位が可 能とな れば ､
こ れ ま で ､ 海上 で の さ

ま ざまな調 査研究 に お い て ､ 測位 精度の 不足が障壁 とな っ て い たテ
ー

マ に と っ て , 大

きな技術的 ブ レ ー ク ス ル
ー となりうる . 例えば ､ 海面 で の 高精 度測位技術を 海中 の 音

響測距 ･ 探査技術 と 組み合 わせ る こ と に よ り ､ 海底地殻 変動検 出に端緒が開か れ る可

能性が ある ｡
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○水蒸気情報 へ の 応用の可 能性

海上移動体測位の デ ー タ から , 大気の 水蒸気情報を抽 出でき る か と い う問題 は ､ こ

れまで ､ 前回の G P S 気象学ワ
ー

ク シ ョ ッ プ ( 央吹 ･ 内藤, 1 9 96) や同F S 報告書 で議給さ

れて い ろが ､ 現状 で直ち に有意な結果を得る こ と は､ 決して容易で は な い
｡

ま ず現段 階で は , 実デ ー タ を用 い た実験か ら､ 種々 の 誤差要因を把握 ､ 除まする こ

と に よ っ て ､ 測位精 度を向上させ る努力 を行うこ とが先決であ る ｡ こ れ に基づ き , 独

立 の 大気水蒸気モ デ ル等も利用 して ､ 水蒸気量の 影響評価を行 い■
､ 情 報抽出の 可能性

を探 っ て い く必要があ る ｡

○水路部における研究計画

水路部は ､ 独自に 測量船を有して い る ｡ 本研究 は ､
こ れを利用 して 海上 にお ける搬

送 波位相デ ー タ を取 得し､ 様々 な解析実験を行う･ こと に より､ 誤差要因 の評価 を行う

もの である ｡ 特 に ､ 長距離基線測位の評価及び高精度化 ､ さら に は大気モ デル の 導入

によ る水蒸気量 の影響評価を目標とする ｡

平成9 年度には ､ 水路部測量 船 ｢ 海洋+ にO PS 受信機を搭載し､ 相模湾周辺 で搬送波

位相追跡観測を行う予定で ある o 陸域の 基準点と して は､ 船舶か ら1 0k m 以内に1 点, 及

び長距 離基線の 評価実験の ため に ､ 1 00 k m 以上に1 点設ける ｡ ま た､ 船体の動揺計測の

ため ､ 加速度セ ン サ
ー

を搭載する o

こ れ らの デ
ー

タ を 吟味す る こ と によ っ て ､ 観測 条件と サイ ク ル ス リ ッ プの 頻度に つ

い て 検討す る と共 に ､ 既存の ソ フ トウ ェ アを利用 した解析に より､ 潤位精度を評価す

る o その 際 , 短鹿離 基線解析結果 との 比 較に よ る 長距離基線決定精度 の評価 ､ 動揺計

測 デ ー タ と の比較 によ る評価を行う｡
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